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　日頃、皆さま方には格別のご愛顧をいただき厚くお礼申しあげます。

ロージャー誌」を作成いたしました。

だきますようお願い申しあげます。

　今後とも、一層のご理解とご支援を賜りますようお願い申しあげます。

淡路日の出農業協同組合

代表理事組合長　　　相坂　有俊

プロフィール（令和5年9月末）

平成５年１０月1日（６JA合併）

兵庫県淡路市志筑３１１２-１４

17億円

2,925億円

17,057名

25名

272名

6支店

皆さま方が当 JAの事業をさらに安心してご利用いただくため、是非ご一読いた

支 店 数

総 資 産

組 合 員 数

役 員 数

職 員 数

本 店 所 在 地

出 資 金

ごあいさつ

設 立

JA 淡 路 日 の 出 は 、 情 報 開 示 を 通 じ て 経 営 の 透 明 性 を 高 め る と と も に 、 当 JA

経営の内容などについて、わかりやすくまとめた「令和5年度年度上半期ディスク

に対するご理解を一層深めていただくために、当JAの主な事業の内容や組織概要、
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１．　経営理念

共通の理念として運営している協同組織です。

としての役割発揮」の３つのビジョンに基づき経営に取り組みます。

　　　　　～JA淡路日の出は、食と農を基軸として、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地域に根ざした協同活動を実践します。～

２．　経営方針

◇　新時代に向けた持続的に発展する農業

育成・支援、地域農業の持続的発展に向けた取り組みをすすめます。

◇　協同活動による地域社会の醸成

◇　信頼とつながり強化に向けた情報発信

◇　改善・改革による経営基盤強化と人づくり

当ＪＡは、洲本市・淡路市を事業区域とし、農業者を中心とした地域住民の方々

らお預かりした、大切な財産である「貯金」を源泉としております。その資金を必

当ＪＡの資金は、その大半が組合員のみなさまおよび地域住民のみなさまなどか

能の見直しによる効率化に取り組みます。また、有効性のある内部監査の実施と合

かす「活力ある職場づくり」に取り組みます。

同組合運動を推進できる人づくりに取り組みます。さらに、職員の意欲と能力を活

て、持続可能な経営基盤の強化に取り組みます。

わせてガバナンスとコンプライアンス態勢を確立し、収益性や健全性の確保に向け

そして、経営理念に基づき、環境に対応し、改革を実行できる人材の育成と協

の未来に貢献するため、「持続可能な地域農業の確立と農業者所得の増大」「豊か

が組合員となって、相互扶助（お互いに助け合い、お互いに発展していくこと）を

自己改革の実践に向け、生産性の向上・高品質化を図るため、先端技術を積極

要とされる組合員のみなさまおよび地域住民のみなさま方や、地方公共団体などに

ご利用いただいております。

当ＪＡは、農業者ニーズに応え、担い手をサポートし、「農業」と「地域社会」

持 続 可 能 な 農 業 と 地 域 づ く り に 向 け て

でくらしやすい地域社会の実現」「食と農を基軸として、地域に根ざした協同組合

的に活用したスマート農業に取り組みます。また、新規就農者等、農業の担い手の

食と農を核とした地域に根ざした協同活動を展開し、地域の活性化を図るとと

もに、組織基盤を強化します。また、組合員ニーズに応じて総合力を発揮し、多様

な活動による豊かな暮らしを実現します。

情報発信を重要な経営戦略と位置づけ、積極的に情報発信できる活動態勢を整

備備・強化し、効果的かつ効率的な情報発信に取り組みます。

既存事業の改善・改革による収益確保や新たなビジネスモデルの構築、事業機
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３．　事業活動のトピックス（令和5年度上半期）

新入職員入組式

淡路島たまねぎ生産者大会

淡路島たまねぎ「淡の春」贈呈式（洲本市役所）

淡路島たまねぎ「淡の春」贈呈式（淡路市役所）

会計監査人監査（期末Ⅱ監査）

第4/4半期末監事監査

田植え体験教室（浦小学校）

第30回通常総代会

ピーマン部会出荷協議会

淡路和牛育種組合第48回総会

第1回若トラ応援キャンペーン抽選会

淡路和牛多頭生産研究会総会

いちじく部会総会・出荷協議会

7月27日・28日・31日 第1/4半期末監事監査

自動車・農機合同展示会

淡路和牛改良組合総会

第2回若トラ応援キャンペーン抽選会

淡路和牛愛好女性会通常総会

農業用廃ビニール・ポリ製品類回収

第30回淡路日の出畜産共進会9月30日

4月3日

5月8日

7月25日

5月19日

5月8日・9日・18日・19日

6月27日

6月16日

月　　日

6月24日

5月2日

6月29日

7月11日

8月1日

7月31日

8月25日

7月3日

7月28日・29日

8月3日

4月25日

お　も　な　行　事
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 ４．　農業振興活動

さらには農家訪問の実施により多様な農家支援にも取り組んでいます。

し、協力5市場への巡回訪問に取り組みました。

(個撰)」の出荷にも取り組みました。

(2)　農業生産の拡大

生産拡大農家への種子助成を実施し、作付け面積の拡大に取り組みました。

じたレンタル農機を適宜更新し、農業生産の維持拡大に取り組みました。

(3)　地域農業の活性化

 ５．　地域貢献情報

(1)　社会貢献活動

　　　①　「地域見守り隊」への取り組み状況

を実施しています。

(2)　地域貢献活動

①　地域からの資金調達の状況

　　ア．貯金残高（令和5年9月末現在）

展開しています。

生産部会組織の活性化に向けて、総会、研修会、視察など取り組みました。

行政と連携しながら、渉外活動や一斉訪問日を利用し、「地域見守り隊」活動

当　座　性

265,133 

265,133 

定　期　性

当ＪＡは、第5次営農振興計画を策定し、農業者所得の増大と農業生産の拡大に

よる地域農業の活性化による持続可能な農業の実現に取り組んでいます。

また、行政との連携による新規就農者向けガイドライン設定や農業経営モデル

小　　　計

地域農業の振興に努めるとともに、地域社会の発展に貢献するため様々な活動を

当JAは、JAの協同組合活動の原点である「組合員の営農と暮らし」を守り、

また、市場とタイアップした店頭販売を実施し、新たに「吊りたまねぎ定数詰め

業経営の提案活動を行いました。

-  譲　渡　性

(1)　農業者所得の増大

季節限定商品の「淡の春」(七宝早生7号)販売促進のため販売促進資材を作成

多収穫品種「どんとこい・きぬむすめ」の苗購入助成や淡の春(七宝早生品種)

（単位：百万円）

また、農業経営の生産コスト軽減・労力軽減への取り組みとして、利用実態に応

また、販売力強化および生産力強化とコスト低減ならびに環境変化への対応、

202,533 

62,600 

種　　　　類 残　　　　　　高

の提示など、新規就農者の定着促進に取り組むとともに、多様な担い手農業者へ農

合　　　計
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②　地域への資金供給の状況

　　ア．貸出金残高（令和5年9月末現在）

③　文化的・社会的貢献に関する事項

　　ア．福祉活動

　　　　　

んでいます。　

　　イ．地域貢献活動

ざした活動を実践しております。

　　ウ．地域密着型支店づくり

に会員相互の親睦を深め、心豊かな暮らしの一助を支援しています。

ています。また、高齢者への生活介護援助・助け合い などの活動に取り組

163 そ の 他

清掃活動や町ぐるみ検診へのサポート等積極的な活動をし、地域に根

（単位：百万円）

395 農 業 関 連 融 資

5,394 

26,278 

種　　　　類 残　　　　　　高

農業近代化資金

住 宅 関 連 融 資

事 業 関 連 融 資

38 

39 

生活文化ゼミナールを各支店で開催し、JAへの参画意識を高めるととも

33,295 

985 

合 計

介護保険制度の訪問介護事業者の指定を受け、サービスの提供を行っ

生 活 関 連 融 資

その他制度資金
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６．　JA淡路日の出の自己改革の取り組み状況

（1）第3次自己改革の考え方について

(2)自己改革の取り組みについて

【基本方針】

【取り組み項目】

（３）今後の取り組みについて

　③経済事業体制・機能の強化

住民と一体になって「持続可能な農業」と「豊かでくらしやすい地域社会」を実現

当JAでは、自己改革の取り組みについて「持続可能な農業と地域づくりに向け

て」を経営理念とした3か年事業経営計画を基本にしています。

第3次自己改革プログラム(令和5年度～令和7年度)

　②地域農業の持続的発展に向けた取り組み

を基本目標とした自己改革を決定しました。この目標を達成するためJAは、自主

なかでも、最重要課題である「農業者所得の増大と農業生産の拡大」の達成に向

けた取り組みとして、水稲苗の購入助成や淡の春(七宝早生品種)種子助成を行い、

また、協力市場への巡回訪問を行い、販売促進活動を実践しました。

「新時代に向けた持続的に発展する農業」

　①経済事業改革の実践

していくため、「農業者所得の増大」「農業生産の拡大」「地域の活性化」の３つ

・自立の協同組合であることを鮮明にし、組合員の意思に基づき、今まで以上の創

意工夫を発揮し、積極的に新たな事業展開に取り組みます。

「第3次自己改革プログラム」に掲げる取り組みについては、３か年事業経営計

画および単年度事業計画のなかで重点的に進捗管理を行い、着実に実践していき

ます。

引き続き、組合員みなさまとともに自己改革を実践しますので、ご協力お願いし

ます。

JA淡路日の出では、農業者ニーズに応え、担い手をサポートし、農業者や地域

- 6 -



７．　事業の概況（令和5年度上半期）

(1)　主要事業

①　信　用　事　業

　に、新規開拓に取り組み、取引先の拡大を図りました。

  伸張率となりました。 

　実績は、332億95百万円となりました。

②　共　済　事　業

  点検活動を展開しました。

  りました。

③　購　買　事　業

　   利用者ニーズに応えた安全・安心で適正な商品を提供しました。

　   この結果、購買品供給高は、９月末現在で11億2百万円の実績となりました。

④　販　売　事　業

  心と信頼の確保に努めました。

　   この結果、販売品販売高は、９月末現在で18億21百万円の実績となりました。

⑤　指　導　事　業

　した。

品質向上に向けた栽培方法やコスト低減に向けた栽培体系の見直し、新た

な栽培・防除技術の導入に取り組むとともに、農業の担い手の育成に努めま

域農業の振興に努めるとともに、将来にわたって持続可能な経営基盤を確立・強化

和５年９月末現在の事業利益が3億61百万円、経常利益は5億96百万円、当期

この結果、９月末貯金残高は2,651億33百万円と期首残高に対して0.1％の

剰余金は5億84百万円となりました。

り、長期・年金・自動車・自賠責共済など必要な人に必要な保障の提供を図る

し、地域に根差したＪＡを目指します。

築することとされました。

利用者に信用・信頼される地域金融機関としての機能の充実に努めるととも

農林水産省は、令和４年１月に農協に対する総合的な監督指針を改正し、組合員

この結果、長期共済の新契約高は９月末現在で157億94百万円の実績とな

組合員とその家族、さらには地域住民を含めた幅広い普及活動の展開によ

また、貸出金は住宅・自動車・教育ローン等の獲得により、９月末貸出金

生産者部会を中心に、生産履歴の記帳を徹底し、消費者への食の安全・安

（都道府県）が指導・監督等を行う仕組み（いわゆる自己改革実践サイクル）を構

このような情勢のなか、当JAでは以下のことに取り組みました。その結果、令

当ＪＡでは、上記を踏まえ、今後とも多様な組合員の声をＪＡ運営に反映し、地

との対話を通じて引き続きＪＡにおいて自己改革が実践されるよう、農林水産省
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　　　（2）　事業実績の推移

（単位：百万円）

(3)　有価証券の時価情報

（単位：百万円）

（注） １．時価は市場価格等により計上しています。

２．取得価格は取得原価または償却原価により計上しています。

４．その他有価証券については、時価としております。

（4）　自己資本比率（単体）

（新ＢＩＳ基準による）

そ の 他

8,013

11,626

満 期 保 有 目 的

3,613

△ 196

8,163 

預 金 225,707 

9,222 

222,462 222,907 

長期共済新契約高

令和5年3月末

-

6,398

-

有 価 証 券

-

購 買 品 供 給 高

時　　価 取得価額

2,136 

9,222

令和4年9月末令和5年3月末

貯 金

貸 出 金

保　有　区　分

1,821 販 売 品 販 売 高

11,822 

399,914 

項　　　　　　　目

信
用
事
業

合　　　　　　　　　計

売 買 目 的

経
済
事
業

-

4,193 

33,262 32,255 

265,133 264,944 

595 270 274 

長期共済保有高

15,794 

短期共済新契約掛金

33,295 

2,332 1,113 

-

1,102 

評価損益

18.74%

３．満期保有目的の債券については、取得価額を計上しております。

令和5年9月末

6,315 △ 82

0

19.13%

△ 829,139

2,823

△ 196

令和5年9月末

時　　価

2,823

11,822

令和5年3月末

3,613 0

264,811 

令和5年9月末

-

評価損益

8,209

取得価額

25,454 15,129 

407,976 413,565 
共
済
事
業
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８．　農協法に基づく開示債権の状況及び金融再生法開示債権区分に基づく
 債権の保全状況

（単位：百万円、％）

令和5年9月末

令和5年3月末

令和5年9月末

令和5年3月末

（注）１．破産更生債権及びこれらに準ずる債権

債務者に対する債権及びこれらに準ずる債権をいいます。

った債権の元本の回収及び利息の受取りができない可能性の高い債権をいいます。

計額をいいます。

権及びこれらに準ずる債権及び危険債権に該当しないものをいいます。

れらに準ずる債権、危険債権及び三月以上延滞債権に該当しないものをいいます。

に区分される債権をいいます。

       ５．貸出条件緩和債権

債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利の減免、利息の支払猶予、元本の返

       ６．正常債権

債務者の財政状態及び経営成績に特に問題がないものとして、上記に掲げる債権以外のもの

　     ２．危険債権　

債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪化し、契約に従

       ３．要管理債権

４．「三月以上延滞債権」に該当する貸出金と５．「貸出条件緩和債権」に該当する貸出金の合

       ４．三月以上延滞債権

元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から三月以上遅延している貸出金で、破産更生債

合　  　計
33,315

33,281

済猶予、債権放棄その他の債務者に有利となる取決めを行った貸出金で、破産更生債権及びこ

破産手続開始、更生手続開始、再生手続開始の申立て等の事由により経営破綻に陥っている

104 -  104

正常債権
33,195

33,177

小　　　計
令和5年9月末

令和5年3月末

120

104

-  

-  

120

-  -  -  -  

-  -  -  -  

-  120

貸出
緩和

-  -  -  

-  -  -  

令和5年9月末

令和5年3月末

令和5年9月末

令和5年3月末

令和5年9月末

令和5年3月末

-  

-  

-  

-  

-  

-  

-  -  -  

-  三月
延滞

要管理債権
-  

-  

-  -  -  

-  

22 -  22 -  22
危険債権

令和5年9月末

令和5年3月末

60 -  60 -  60

担保 保証 引当 合計

担保額

59 -  59

-  81 -  81

債　権　区　分 債権額

59

81

-  破産更正債権
及びこれら

に準ずる債権

令和5年9月末

令和5年3月末
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